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 化学品の製造・販売・流通等に関わる企業は、そのライフサイクル（化学品の開

発・製造から使用・消費・リサイクル・廃棄に至るまで）において、環境・健康・安

全を確保し、その取り組みを継続的に改善することによって、人々の生活の質の向上

と持続可能な社会の実現に貢献することにより、社会からの信頼の向上に努めねばな

らない。 

 この目的達成のため、われわれ日本化学工業協会の会員は、以下の「環境・健康・

安全に関する日本化学工業協会基本方針」に従って事業活動を行うものとする。 

 

1．経営層自ら強いリーダーシップを発揮し、国内外での環境・健康・安全の確保に努 

める。 

2．製品の開発から廃棄に至るまでの全ライフサイクルにわたり環境・健康・安全のパ   

フォーマンスや、施設・プロセス・技術に関わるセキュリティの継続的改善に努 

め、その成果を社会に公表する。 

3．省資源及び省エネルギーを一層推進し、廃棄物の削減及びその有効活用に努める。 

4．サプライチェーンにわたって化学品の安全性とプロダクト・スチュワードシップの 

継続的改善を促進することにより、環境と人々の健康・安全を守る。 

5．化学品のライフサイクルにわたる健全な科学に基づくリスクベースの化学品管理の 

法規策定に参画し、ベストプラクティスを実践することにより、化学品管理システ 

ムを強化する。 

6．ビジネスパートナーに対し化学品の取り扱いが安全に管理できるよう働きかける。 

7．製品及び事業活動が環境・健康・安全に及ぼす影響に関して、行政当局及び市民の 

関心に留意し、正しい理解が得られるよう必要な情報を開示し、対話に努める。 

8．環境・健康・安全に関する活動に対するステークホルダーの期待に一層応えるた 

め、地域、国及び世界的規模の対話活動を更に拡大する。 

9．革新的技術やその他のソリューションを開発・提供することにより社会の持続的発 

展に貢献する。 


